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‘Z〃易み
株式会社木下真珠
〒6 5 o 神戸市中央区山本通1 丁目7 - 7 ( 北野坂）
TEL（078)221-3170
1 0 : 0 0ＡＭ～6: 0ＯＰＭ;木離日も営業をしています
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早春の汐風の街
シャープな色調を
アダルトにこなす

遊びどころ恋どころ

'86Ｊgやﾊﾉﾄﾊ:<-ｺ｡｣Ｕ２塁副尋

(ル

２／１４．１５．１６
閏（士）（日）

f リ、ミラノから春のコレクション
§到着いたしました。

Ｆ１

､詞｜

『、句１
クチュール＆ブティック

古イン旬f ＝
山田冒紗１

〒6 5 O 神戸市中央灰二宮町１丁目
さんプラザ２ＦＴＥＬ( 0 7 8 ) 3 3 1 - 7 9 5 2
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お酒も器も手づくり
の暖かみを愛しんで

白石弘子さん
く染色家／題字も＞

異人館と白い街並が一望できる北野町のア
トリエで染めの作品づくりと教室を開く白石
弘子さんの周囲には手づくりのものがいっぱ
い。I 暖簾はご自身の作品、木彫の鏡、吹き硝
子のグラス、白磁のぐい呑などアトリエにあ
るものはほとんどが手づくりで暖かみに満ち
ている｡ ｢ 身のl 司りには、好きなものだけをお
くようにしています。教室の生徒さんも気の
合う人達ばかりですね( 笑) 」
芹沢蛙介氏の作品に出会ってショックを受
け、弟子の村上元彦氏のもとで染めの勉強を
始めたのが2 5 年前。東京から故郷の神戸へ帰
ってきて、染めの色使いがやはり神戸的だと
評されることが多いとか。
気のおけない仲間とアトリエでパーティを
よく開くが、鰯の生萎煮とこんにゃくのいり
煮が十八番の肴。おいしいあてがあれば女５
人で３升空くこともあるとか! ？日本酒は姫
路の八重堵や印南の倭小槌など吟壌酒が好物。
紬の着物をしっくり着こなし、盃を傾ける姿
は風情があって、お酒も本望というもの。

ノ

お酒も器も手づくり
の暖かみを愛しんで

白石弘子さん
く染色家／題字も＞

異人館と白い街並が一望できる北野町のア
トリエで染めの作品づくりと教室を開く白石
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くようにしています。教室の生徒さんも気の
合う人達ばかりですね( 笑) 」
芹沢蛙介氏の作品に出会ってショックを受
け、弟子の村上元彦氏のもとで染めの勉強を
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大分県国東町・西の関美吟( 左) 、兵庫県丹波・小鼓天楽( 中) 、
石川県鶴来町・菊姫山廃仕込( 右> など1 2 0 種の地酒を集めた日本一の地酒コーナー。
< 地下１階＞

｢ ｡ ' ヘ１ＭノミＲＬｊＫＯＢＥ
電話(078)３３１‐８１２１
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トピア＆S２
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ミナトニゴーフル

〒65O神戸市中央区港島中町7-2-2竃(078)302-5555
本社／〒6 5 O 神戸市中央区元町通3 丁目3 番1 0 号壷( 0 7 8 ) 3 2 1 - 5 5 5 5

聖堂 1 －＝』懐 生

海を見ながら､ 神戸ならではのファッショナブルなﾌ ﾟ ﾗ ｲ ダルは､ 恋人たちの夢。
白亜のチャペルに続くホールで､ のご披露宴や､ 劇場を利用したi l t 界で初めての
シアターウェディングなど､ 感動的シーンの演出を心がけていますも
カリヨンの音色に祝福されて､ 慶びもいよいよクライマックスに－。

１
１
１
重
一
一
乱
鎮
‐
ト
ラ
ｆ
に
＃
哩
噸
に

ゴーフルボートピアl 稀
ボー ﾄ ﾗ ｲ ﾅ ｰ中埠頭駅前
( ゴー ﾌ ﾙ白いチャペル前）
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杉山知子

これは神戸を愛する人々の雑誌です
あなたのくらしに楽しい夢をおくる
神戸を訪れる人にはやさしい道しるべ
これは神戸っ子の心の手帖です

２月号目次●98 6 . N o . 2 9 8
表紙／小磯良平
セカンドカバー／世界の物売りく1 4 > トルコ／中西勝
ｇ神戸っ子' 8 6 ／森美佐子・大月京一
１４ある集い／嘉の会・松崎節子
１６詩画集｢ 四季｣ 詩／季村敏夫絵／田中一好
１８神戸の物語く２> 緒方しげを
２９わたしの毒見/ 撰木茂男
３１随想／金月畑子・小玉祥子・岩島雅彦
３５地域文化論／多淵敏樹
３６エッセイ< 旅のかたち６〉／安水稔和・カット／中西勝
３８こうべ味な旅⑲／いそノてるヲ・カット石阪春生
４０ＫＯＢＥ音楽夜話⑪／小島輝正
４２キャンペーン座談会／日本酒と生活文化
４９経済ポケットジャーナル
５０酒特集回昭和6 1 年度神戸酒徒番附選考発表
５６酒特集回神戸風ノミニケーシヨン験／田中国夫
５８酒特集回神戸で飲む時遊ぶ時
７３話題のひろば回神戸三宮ライオンズ2 5 周年

皿ゴーフルポートピア' 8 8 竣エ披露パーティ
皿ルィ・ヴィトンパーティ

７６ＫＯＢＥＦＡＳＨｌＯＮＳＰＯＴ
８３エディターズアイ／ポールスミスオープン
８４神戸のお娘さん／辰馬寿美子・谷由紀子
８６アーチストになりたくてなれなかったデザイナーのアート／中村一夫
1 Ｗコーヒーブレイク
1 1 8 動物園飼育日記く2 4 2 〉／凪井一成
1 2 2 小山乃里子の華腿なる男のインタビュー; ／軒上泊
1 西神戸の集いから
1 2 6 スポーツエッセイ< 、> 名執一雄
1 画ルックノスポーツ
1 3 0 出会いの旅／犬童徹
l 3 2 有馬歳時記く２月〉
剛神戸を福祉の街にく1 4 6 〉／橋本明
1 論再びプロフェッサーＰの研究室／岡田淳
1 羽淀川長治の映画試写室
１４２モダンカルチャー
１判神戸百店会だより
1 4 6 ＫＦＳニュース
1 4 7 ぴっといん
1 4 8 ポケットジャーナル
1 5 2 小関三平のやぶにらみ見聞録／厳寒の酒蔵を訪ねて
1 5 8 小説くオレンジ色の閏Ⅱ〉／舟木かな子絵／岩島雅彦
1 7 8 魔女学入門⑫／ソソキリテース絵／マダム最世子
1 8 2 海・船・港／天津と神戸を結ぶ味・酒・心
カメラ／米田定顔・池田年夫・松原卓也
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一期は夢よただ狂へ一期は夢よただ狂へ
声声

特別展 ' －，一一一一特別展 ' －，一一一一

‐ｌ隼
－

１－

‐ｌ隼
－

１－
与

麹 論ｂ

桃山時代の祭礼と遊楽桃山時代の祭礼と遊楽
期間／２月23日(日)まで好評開催中
開館時間／午前10時~午後５時(入館は4群まで）
入館料/一般7 0 0円高大生50 0円･小中生3 0 0円
休館日／月曜日
主催神戸市立博物館, 神戸市教育委員会

期間／２月23日(日)まで好評開催中
開館時間／午前10時~午後５時(入館は4群まで）
入館料/一般7 0 0円高大生50 0円･小中生3 0 0円
休館日／月曜日
主催神戸市立博物館, 神戸市教育委員会

ゴﾛと
▼
ゴﾛと
▼ 神戸市立博物館神戸市立博物館

神戸市中央区京町2 4 番地
雪(078)391-0035
■国鉄F 三ﾉ 宮｣ ｢ 元町｣ から南へ徒歩約1 0 分
画阪急｢ 三宮｣ 阪神『三宮. 元町』から
南へ徒歩約I C 分

神戸市中央区京町2 4 番地
雪(078)391-0035
■国鉄F 三ﾉ 宮｣ ｢ 元町｣ から南へ徒歩約1 0 分
画阪急｢ 三宮｣ 阪神『三宮. 元町』から
南へ徒歩約I C 分

英会話の神三iバｲﾘﾝガﾙは､１月より英会話の神三iバｲﾘﾝガﾙは､１月より
とじ〔新生しました。とじ〔新生しました。

２１世紀へのｱ ｲ ヂﾝ 殉殉２１世紀へのｱ ｲ ヂﾝ 殉殉
。~:今･ニー蜂賑院..ダゴ①。~ :今･ニー蜂賑院..ダゴ①

ＰｒｉｖａｔｅＬｅｓｓｏｎＣｏｕｒｓｅ
プラィバートレンスンコース

S e m i - P r i v a t e L e s s o n C o u r s e
セミプライバートレッワスンコース

ＧｒｏｕｐＬｅｓｓｏｎＣｏｕｒｓｅ
グノトプレッスンコース

ＣｏｍｐａｎｙＬｅｓｓｏｎＣｏｕｒｓｅ
カンパニーレッスンｺ ース

ＰｒｉｖａｔｅＬｅｓｓｏｎＣｏｕｒｓｅ
プラィバートレンスンコース

S e m i - P r i v a t e L e s s o n C o u r s e
セミプライバートレッワスンコース

ＧｒｏｕｐＬｅｓｓｏｎＣｏｕｒｓｅ
グノトプレッスンコース

ＣｏｍｐａｎｙＬｅｓｓｏｎＣｏｕｒｓｅ
カンパニーレッスンｺ ース

神戸市中央区八幡通4 丁目2 - 1 4
ﾌ ﾗ サー ﾄ ﾛ ｱ 神戸7 F ･ アイザック
神戸市中央区八幡通4 丁目2 - 1 4
ﾌ ﾗ サー ﾄ ﾛ ｱ 神戸7 F ･ アイザック
｡』J I I I lい俗わせ光：

TEL(078)231-5571
｡』J I I I lい俗わせ光：

TEL(078)231-5571
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ＯＬＬＥＣＴ工ＯＮｌＣ Ｃ

…鶏…
もつと知りたい．. …･ ラルフ・□一レン ' ８６春･ 夏コレクション

、

ＭｎＣ

日頃見られない本場のラルフ・
ローレンの新作をレデイスを中
心としてメンズ共展示いたしま
す。ぜひご覧ください。

期悶2/28｡/１．２
（金）（±) （日）

正午～ＲＭ､ 7 :００
会場ＭA R E ( ＤｏＬｃＥＭＡｃ３Ｆ）

蕊看護理渥凸ＳｉＮＣＥ１８弱ＫｏＢＥ
本部/中央区三宮町1丁目6-22(ニユーセンター7F）（078)392-1651

三宮本店／三宮センター街（078)391-0895京都店／藤井大丸2Ｆ（075)211-0857
ブレザーショップ／ﾄアロード（078)391-0896姫路店／FESTA２，３Ｆ（0792)89-4738
ドﾙﾁｪﾏｯｸ／三宮センター街（078)332-0141宝塚店／宝塚南口サンビオラ3Ｆ(0797)71-4830 ノ
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昨
年
、
神
戸
は
グ
リ
ー
ン
エ
キ
ス
ポ
や
ユ
ニ
バ
ー
シ
ア
ー
ド
の

成
功
で
、
神
戸
の
存
在
を
広
く
ピ
ー
ア
ー
ル
で
き
ま
し
た
。
経
済

界
で
は
、
フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
業
界
の
動
き
が
目
立
っ
た
年
で
は
な
か

っ
た
で
し
ょ
う
か
。
し
か
し
、
鉄
鋼
、
造
船
、
海
運
業
が
神
戸
の

基
幹
産
業
と
し
て
、
も
っ
と
合
理
化
し
て
活
発
に
動
い
て
ほ
し

い
。
と
は
思
い
ま
す
ね
。

た
だ
、
こ
れ
か
ら
の
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
時
代
を
考
え
る
と
自

動
車
工
業
、
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
産
業
が
神
戸
近
郊
に
な
い
の
が
残

念
で
す
。
ど
ち
ら
も
す
そ
野
が
広
い
産
業
で
す
か
ら
。
し
か
し
自

動
車
は
、
貿
易
摩
擦
や
円
高
を
考
え
る
と
生
産
過
剰
を
警
戒
し
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

こ
れ
か
ら
は
、
貿
易
摩
擦
を
か
わ
す
た
め
に
発
展
途
上
国
へ
む

け
て
製
品
輸
出
よ
り
も
む
し
ろ
ノ
ウ
ハ
ウ
輸
出
が
重
要
に
な
っ
て

く
る
と
思
い
ま
す
。
そ
の
た
め
に
、
各
社
と
も
基
礎
研
究
に
力
を

注
ぐ
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
我
社
で
も
、
研
究
所
を
独
立

さ
せ
、
ゴ
ム
産
業
だ
け
で
な
く
伝
導
ベ
ル
ト
や
コ
ン
ベ
ャ
ベ
ル
ト

さ
ら
に
磁
気
を
遮
断
す
る
電
磁
波
シ
ー
ル
ド
な
ど
の
基
礎
研
究
に

力
を
入
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
単
品
で
な
く
総
合
的
に
研
究
開

発
し
、
一
歩
先
を
行
く
よ
う
努
力
し
な
い
と
い
け
ま
せ
ん
。

さ
ら
に
、
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
も
無
視
で
き
な
く
な
っ
て
く

る
で
し
ょ
う
。
医
学
の
分
野
だ
け
で
な
く
工
業
に
も
導
入
さ
れ
つ

つ
あ
り
ま
す
。
神
戸
は
、
お
酒
の
製
造
で
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー

の
基
礎
が
で
き
て
い
ま
す
の
で
、
今
後
さ
ら
に
発
展
応
用
さ
せ
る

こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
よ
う
に
、
徐
々
に
神
戸
の
経
済
構
造
を
変

革
さ
せ
て
い
く
と
と
も
に
、
観
光
開
発
を
も
っ
と
積
極
的
に
行
な

え
ば
、
今
後
さ
ら
に
神
戸
が
発
展
し
て
い
く
と
思
い
ま
す
。

例
え
ば
現
在
ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
に
あ
る
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
施

設
も
規
模
が
小
さ
く
な
っ
て
い
る
の
で
も
っ
と
大
き
な
建
物
を
作

り
、
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
ホ
テ
ル
も
増
や
す
。
一
方
で
、
皆
が
楽
し

め
る
よ
う
な
お
菓
子
の
ア
ベ
ニ
ュ
ー
と
か
科
学
の
ア
ベ
ニ
ュ
ー
等

を
併
設
し
て
ニ
ュ
ー
メ
デ
ィ
ア
を
使
っ
て
い
ろ
ん
な
イ
ベ
ン
ト
情

報
を
流
せ
ば
興
味
深
い
も
の
と
な
る
。
さ
ら
に
長
期
計
画
で
国
際

見
本
市
や
技
術
の
エ
キ
ス
ポ
等
を
企
画
し
て
ゆ
け
ば
観
光
客
が
さ

ら
に
増
加
し
て
ゆ
く
で
し
ょ
う
。
八
談
Ｖ

☆
私
の
意
見

神
戸
の
発
展
は

産
業
構
造
の

変
革
か
ら

榛
木
茂
男

八
バ
ン
ド
ー
化
学
株
式
会
社
取
締
役
社
長
Ｖ

１
２９
１
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７日閏18:3０

実験交流サロン■コウベ徹底ガイド< 月刊神戸つ子編集〉戸っ子編集〉
シアター･ ポシェット

２月の公演神戸＆神戸
11

戸
日(士１１４:００‘.１８:３０１劇団"螺線館' '公演('85年版）5 年版） 6日榊18:3０ ｢ ガラスの動物園」

好評発売中／中.／

23日(日) 1 4 :００日仏映画祭

作：テネシー．１
１8日脚14:00.18:3０ ウイリアムズ

9日(日)14:0０
1 5 日嗣1 3 : ００腹話術( アスナロ腹話術研究会）

窯

☆シアター利用のご案内
●曜日、時間／土、日曜日（通常）Ａ, M ・１０：0 0 - P . M ､ ８９００
●賢用／ホール設備の使用無料５光熱、空調、管理費のみ実班
●付帯殴髄／グランドピアＺ・エレクトーン・録音、音響機器、ミキ
サー、照明コントローラー・テープレコーダー、マイク、映写機等
⑳お申し込み、お問い合わせ
そごう前センター街東南角、さんちか入口
〒6 5 o 神戸市中央区三宮町１丁目５－１住友銀行ピル６Ｆ
佐本小児歯科佐本進否3 3 1 - 6 3 0 2 ～３

●ＴＯＷＮガイド●神戸味覚星陀雑
●ホテル･ 旅館･ 美術館･ 博物館
･ 公園･ レジャーランド･ スポーツ施設
●ザ･ 神戸ファッション
･ 未来をめざすコンベンション神戸
くコンベンション施設一覧〉

:Ⅱ:Ⅱ
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随想
雑
感

金
月
昭
子

人
画
家
Ｖ

遠
い
昔
、
薬
大
に
通
っ
て
い
た

こ
ろ
、
大
学
の
ロ
ッ
カ
ー
の
中
に

は
、
い
つ
も
キ
ャ
ラ
バ
ン
シ
ュ
ー

ズ
と
絵
の
具
が
あ
っ
た
。
そ
の
頃
、

数
え
切
れ
ぬ
程
、
六
甲
山
に
登
り
、

四
季
折
々
の
六
甲
の
自
然
を
ス
ケ

ッ
チ
し
て
い
た
こ
と
が
、
き
の
う

の
様
に
想
わ
れ
て
な
ら
な
い
。
そ

の
こ
ろ
か
ら
、
心
の
奥
底
に
着
実

に
一
本
の
画
家
に
な
り
た
い
と
い

う
願
望
の
道
が
、
出
来
は
じ
め
て

い
た
。
長
い
人
生
の
間
に
、
多
く

熱

１
３１
１

カット／金月畑子

の
枝
道
が
出
来
、
そ
れ
ら
が
、
か

ら
み
合
い
、
一
本
の
道
を
ふ
さ
い

で
し
ま
う
か
に
見
え
た
が
、
絵
を

愛
す
る
心
と
、
何
か
し
ら
自
分
の

背
後
か
ら
何
か
に
力
強
け
ら
れ
て

い
る
よ
う
な
気
が
し
て
、
今
日
ま

で
来
て
し
ま
っ
た
様
だ
。
現
在
で

は
、
よ
い
仕
事
を
や
り
続
け
た
い

と
願
う
現
代
美
術
画
家
と
し
て
、

一
本
の
道
を
通
し
続
け
た
い
と
想

っ
て
い
る
。
十
二
年
間
の
ア
メ
リ

カ
生
活
は
、
私
に
、
西
洋
と
東
洋

を
客
観
的
に
見
て
、
自
分
の
位
置

を
ど
こ
に
定
め
た
ら
よ
い
か
と
い

う
こ
と
を
考
え
る
の
に
は
、
十
分

な
年
月
だ
っ
た
。
私
の
作
品
は
、

自
然
を
テ
ー
マ
に
し
た
も
の
が
多

い
が
、
今
度
の
作
品
も
ま
た
そ
う

い
う
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

一
九
八
三
年
に
フ
ラ
ン
ス
で
や
っ

て
来
た
仕
事
と
、
帰
国
し
て
か
ら

や
っ
た
仕
事
が
主
な
発
表
作
品
で

あ
る
。
ピ
カ
ソ
を
真
似
て
一
本
の

線
を
描
い
て
み
よ
う
と
す
る
。
し

か
し
似
て
い
て
も
そ
の
線
は
ピ
カ

ソ
の
そ
れ
で
は
あ
り
え
な
い
。
そ

こ
に
は
、
お
の
ず
か
ら
描
く
人
の

パ
ー
ソ
ナ
リ
テ
ィ
が
浮
か
び
上
が

り
、
ま
た
ナ
シ
ョ
ナ
リ
テ
ィ
が
交

叉
し
て
く
る
。
自
己
を
否
定
し
て

描
く
人
や
自
己
を
表
現
し
て
描
く

人
や
ら
、
い
ろ
い
ろ
い
る
が
、
私

は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
、
後
者
の

部
類
に
入
る
で
あ
ろ
う
か
。
今
、

ポ
ー
ト
ア
イ
ラ
ン
ド
の
何
げ
な
い

港
の
風
景
が
興
味
の
対
象
で
、
こ

の
モ
ダ
ン
な
人
工
島
を
、
ス
ケ
ッ

チ
ブ
ッ
ク
片
手
に
歩
き
回
っ
て
い

る
。
ア
メ
リ
カ
の
友
人
達
に
、
よ

く
神
戸
の
自
慢
を
し
た
も
の
で
あ

る
。
ピ
ス
タ
ー
チ
ョ
グ
リ
ー
ン
の

よ
う
な
明
る
い
神
戸
の
町
を
。
そ

し
て
、
バ
ー
ミ
リ
オ
ン
に
輝
や
く

六
甲
の
山
々
を
。
今
、
再
び
こ
の

土
地
で
、
じ
っ
く
り
と
仕
事
を
や

ろ
う
と
し
て
い
る
自
分
を
幸
福
者

と
想
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
あ
る
現
代
美
術
セ

ン
タ
ー
で
今
、
私
の
展
覧
会
が
開

か
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
懐
し
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名
物
の
長
い
坂
。
「
え
え
い
、
ま

ま
よ
」
と
昇
り
始
め
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
が
、
真
横
で
急
停

車
し
た
。
顔
引
き
つ
ら
せ
て
振
り

向
く
と
、
丸
坊
主
で
皮
ジ
ャ
ン
パ

ー
を
着
た
大
男
。
い
か
に
も
凶
悪

そ
う
で
、
「
ぷ
ん
な
ぐ
ら
れ
る
の
と

カ
メ
ラ
こ
わ
さ
れ
る
の
と
、
ど
っ

ち
が
ま
し
か
な
」
と
、
突
差
に
考

え
る
。「

写
真
撮
る
ん
な
ら
さ
。
あ
そ

こ
の
マ
ン
シ
ョ
ン
か
ら
が
い
い

よ
」
。
言
い
残
し
て
、
オ
ー
ト
バ

イ
は
去
っ
て
い
っ
た
。

初
任
地
が
神
戸
に
な
っ
た
の
を

知
ら
せ
た
時
、
大
学
時
代
の
恩
師

は
、
「
あ
ぶ
な
い
所
な
の
で
気
を
つ

け
ろ
」
と
葉
書
き
を
よ
こ
し
た
。

そ
の
一
方
、
学
生
時
代
の
友
人

は
、
異
人
館
と
ミ
ナ
ト
見
物
に
よ

く
や
っ
て
来
る
。
そ
の
度
に
、

「
ミ
ナ
ト
め
ぐ
り
」
の
船
に
同
乗

す
る
。
五
回
乗
っ
た
。

「
ヘ
エ
ｉ
ッ
。
こ
れ
自
衛
隊
の

潜
水
艦
な
の
。
意
外
と
ポ
ロ
イ
わ

れ
」
。
勝
手
な
こ
と
を
言
う
う
ち

に
船
は
一
巡
り
。
風
に
髪
の
毛
逆

立
て
な
が
ら
、
デ
ッ
キ
で
ポ
ー
ズ

を
取
る
友
人
を
、
急
造
カ
メ
ラ
マ

ン
に
な
り
撮
影
。
こ
れ
も
い
つ
も

の
パ
タ
ー
ン
。
バ
サ
バ
サ
に
な
っ

い
友
人
達
が
、
神
戸
の
う
わ
さ
を

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
し
き

り
に
く
し
ゃ
み
が
出
て
来
て
仕
方

が
な
い
・

金
月
畑
子
個
展

日
時
２
月
型
日
（
木
）
１
２
月
型
日
（
土
）

、
．
．
ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
７
．
．
叩
Ｐ
Ｍ

場
所
茶
屋
町
画
廊

い
友
人
達
が
、
神
戸
の
う
わ
さ
を

し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
、
し
き

り
に
く
し
ゃ
み
が
出
て
来
て
仕
方

が
な
い
・

金
月
畑
子
個
展

日
時
２
月
型
日
（
木
）
１
２
月
型
日
（
土
）

、
．
．
ｍ
Ａ
Ｍ
Ｉ
７
．
．
叩
Ｐ
Ｍ

場
所
茶
屋
町
画
廊鍵「カメラの

月
賦
ま
だ
だ
っ
た

種
」
．
ｌ
暴
力
団
組
員
に
オ
ー

ト
バ
イ
で
追
い
か
け
ら
れ
、
必
死

に
足
を
運
ぶ
私
の
頭
に
思
い
浮
ん

だ
の
は
ま
ず
こ
の
こ
と
。

夏
の
あ
る
日
新
米
記
者
の
私
が

言
い
つ
か
っ
た
仕
事
は
、
東
灘
区

の
暴
力
団
組
長
の
私
邸
写
真
を
撮

影
す
る
こ
と
。
キ
ャ
ノ
ン
Ａ
Ｅ
ｌ

ｌ
を
首
か
ら
下
げ
、
車
か
ら
降
り

て
道
を
ま
が
る
と
、
鬼
ガ
ワ
ラ
み

た
い
な
顔
を
し
た
男
が
固
ま
っ
て

い
る
の
が
目
に
入
っ
た
。

「
な
ん
や
、
お
前
」
。
叫
び
を
あ

げ
な
が
ら
、
こ
ち
ら
へ
四
人
程
走

っ
て
来
る
。
逃
げ
る
方
向
を
目
で

探
せ
ば
、
前
に
見
え
る
の
は
神
戸

神
戸
か
け
出
し
一
年
生

小
玉
祥
子

八
毎
日
新
聞
記
者
Ｖ

神
戸
か
け
出
し
一
年
生

小
玉
祥
子

八
毎
日
新
聞
記
者
Ｖ

名
物
の
長
い
坂
。
「
え
え
い
、
ま

ま
よ
」
と
昇
り
始
め
た
。

オ
ー
ト
バ
イ
が
、
真
横
で
急
停

車
し
た
。
顔
引
き
つ
ら
せ
て
振
り

向
く
と
、
丸
坊
主
で
皮
ジ
ャ
ン
パ

ー
を
着
た
大
男
。
い
か
に
も
凶
悪

そ
う
で
、
「
ぷ
ん
な
ぐ
ら
れ
る
の
と

カ
メ
ラ
こ
わ
さ
れ
る
の
と
、
ど
っ

ち
が
ま
し
か
な
」
と
、
突
差
に
考

え
る
。「

写
真
撮
る
ん
ば
ら
さ
。
あ
そ

た
髪
な
で
つ
け
れ
ば
、
次
行
く
先

は
異
人
館
。

前
を
見
れ
ば
六
甲
山
系
、
後
ろ

を
見
れ
ば
海
。
繁
華
街
が
あ
り
、

暴
力
団
が
い
て
、
高
級
住
宅
地
と

し
ゃ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
。
東
京
で

言
え
ば
、
歌
舞
伎
町
と
青
山
と
渋

谷
と
丸
の
内
が
、
ご
っ
ち
ゃ
に
存

在
す
る
よ
う
な
も
の
。
百
面
相
の

様
な
街
だ
。

神
戸
に
初
め
て
来
た
の
が
昨
年

五
月
。
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
片
手
に
た

ど
り
つ
い
た
我
が
支
局
。
木
の
ド

ア
は
、
カ
バ
の
歯
ぎ
し
り
み
た
い

な
音
を
た
て
て
開
き
、
い
つ
と
っ

た
か
解
ら
ぬ
店
屋
物
の
井
鉢
が
、

棚
に
積
み
重
な
っ
て
い
た
。
サ
ン

ダ
ル
ぱ
き
の
オ
ジ
サ
ン
が
、
中
を

歩
い
て
い
る
姿
に
、
妙
に
不
安
感

を
覚
え
た
。

そ
し
て
八
カ
月
や
支
局
の
汚
な

さ
も
身
に
つ
い
た
。
神
戸
の
魅
力

は
、
光
の
あ
て
方
に
よ
り
、
ま
っ

た
く
違
う
輝
や
き
を
見
せ
る
点
に

あ
る
の
で
は
と
、
見
方
も
多
少
進

歩
し
た
よ
う
に
思
う
が
、
学
ぶ
点

は
ま
だ
多
い
よ
う
で
。

面
白
い
話
、
情
報
が
あ
れ
ば
当

支
局
に
ご
連
絡
下
さ
い
。

毎
日
新
聞
神
戸
支
局

栄
町
通
四
の
三
の
五

３
７
１
１
３
２
２
１

た
髪
な
で
つ
け
れ
ば
、
次
行
く
先

は
異
人
館
。

前
を
見
れ
ば
六
甲
山
系
、
後
ろ

を
見
れ
ば
海
。
繁
華
街
が
あ
り
、

暴
力
団
が
い
て
、
高
級
住
宅
地
と

し
ゃ
れ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
。
東
京
で

言
え
ば
、
歌
舞
伎
町
と
青
山
と
渋

谷
と
丸
の
内
が
、
ご
っ
ち
ゃ
に
存

在
す
る
よ
う
な
も
の
。
百
面
相
の

様
な
街
だ
。

巾
一
コ
こ
刀
ｂ
ご
催
こ
り
祇
乍
Ｐ

１
３２
１

１
３２
１
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好
き
嫌
い

岩
島
雅
彦

八
画
家
Ｖ

こ
と
は
何
か
関
係
が
あ
る
の
だ
ろ

う
か
。
更
に
つ
い
で
に
嫌
い
な
も

の
を
あ
げ
れ
ば
、
歩
道
橋
、
雨
、

歩
行
者
天
国
、
「
お
ふ
く
ろ
の
味
」

と
い
う
言
葉
、
「
根
性
」
と
い
う
言

葉
な
ど
を
思
い
つ
く
。
根
性
は
多

分
、
自
分
に
そ
れ
が
無
い
か
ら
だ

ろ
う
し
、
雨
と
か
お
ふ
く
ろ
の
味

と
か
を
好
き
で
な
い
の
は
、
偏
見

と
い
う
も
の
だ
ろ
う
が
、
歩
道
橋

や
歩
行
者
天
国
な
ど
は
醜
い
と
い

う
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
ど
こ
と

な
く
虚
偽
の
産
物
の
よ
う
な
気
が

す
る
。人

道
と
車
道
が
立
体
交
叉
を
す

る
の
で
あ
れ
ば
、
力
の
強
い
車
の

方
が
高
い
所
へ
か
け
上
る
か
、
地

下
に
も
ぐ
る
の
が
正
し
い
の
で
は

な
い
か
。
週
に
一
日
だ
け
車
を
気

に
す
る
こ
と
な
く
人
間
が
大
道
を

占
領
出
来
る
と
い
う
の
は
、
大
変

良
い
思
い
つ
き
の
よ
う
な
気
が
す

る
が
、
実
は
ご
ま
か
し
に
過
ぎ
な

い
の
で
あ
っ
て
ウ
サ
晴
ら
し
に
酒

を
呑
ん
で
い
る
の
と
良
く
似
て
い

る
。
人
間
が
集
団
で
ウ
サ
晴
ら
し

を
す
る
な
ど
は
、
思
っ
て
み
て
も

ゾ
ッ
と
す
る
の
だ
が
。

岩
島
雅
彦
個
展

日
時
３
月
６
日
采
）
ｌ
ｎ
日
（
火
）

、
・
・
ｍ
Ａ
Ｍ
１
６
．
、
ｍ
Ｐ
Ｍ

場
所
紀
伊
国
屋
画
廊

（
東
京
新
宿
・
紀
伊
国
屋
ピ
ル
４
５

理
由
は
わ
か
ら
な
い
が
、
数
年

来
ワ
ラ
や
干
草
の
か
た
ま
り
に
惹

か
れ
て
い
る
。
積
み
上
げ
た
ワ
ラ

や
干
草
に
は
、
そ
れ
も
大
き
け
れ

ば
大
き
い
程
良
い
の
だ
が
、
そ
れ

等
に
は
何
か
神
話
め
く
感
動
を
お

ぼ
え
る
。
ワ
ラ
を
積
む
作
業
は
、

昔
の
人
が
思
い
を
こ
め
て
大
き
な

墳
墓
や
カ
テ
ド
ラ
ル
を
築
い
た
こ

と
と
、
ど
こ
か
似
て
い
な
い
だ
ろ

う
か
。
子
供
っ
ぽ
い
と
思
い
な
が

ら
昔
か
ら
と
び
き
り
大
き
な
物

や
、
う
ず
高
く
積
み
上
げ
ら
れ
た

も
の
が
好
き
で
あ
る
。
ピ
ラ
ミ
ッ

ド
と
か
ボ
タ
山
と
か
。
密
林
の
中

か
ら
出
現
す
る
石
造
り
の
大
寺
院

な
ど
は
ど
う
に
も
刺
激
的
で
あ

る
。ア

ン
コ
ー
ル
ワ
ッ
ト
も
ポ
タ
山

も
写
真
で
し
か
知
ら
な
い
が
、
南

廻
り
で
パ
リ
に
向
っ
た
折
エ
ジ
プ

卜
の
上
空
か
ら
初
め
て
見
た
届
折

ピ
ラ
ミ
ッ
ド
は
、
サ
イ
コ
ロ
程
に

小
さ
く
可
愛
く
み
え
た
も
の
だ

が
、
そ
れ
で
も
大
い
に
満
足
だ
っ

た
。
大
き
い
も
の
は
好
き
だ
が
塔

は
そ
れ
程
で
も
な
い
。
細
長
く
天

に
向
っ
て
そ
び
え
て
い
る
塔
は
そ

れ
だ
け
で
は
親
し
め
な
い
。

東
京
に
暮
し
た
頃
、
ヴ
ェ
ラ
ン

ダ
か
ら
み
え
る
六
本
木
方
向
の
景

色
が
あ
ま
り
面
白
く
な
く
、
あ
る

日
思
い
つ
い
て
人
指
し
指
を
た
て

て
東
京
タ
ワ
ー
を
視
界
か
ら
消
し

て
み
た
と
こ
ろ
、
街
の
風
景
は
た

ち
ま
ち
ソ
リ
ッ
ド
に
ま
と
ま
り
、

大
変
良
い
気
分
に
な
っ
た
。
塔
は

西
洋
の
カ
テ
ド
ラ
ル
の
よ
う
に
大

量
の
石
塊
と
組
み
合
わ
さ
れ
た
も

の
の
方
が
好
ま
し
い
。
ゴ
シ
ッ
ク

で
あ
れ
、
ロ
マ
ン
で
あ
れ
、
カ
テ

ド
ラ
ル
の
よ
う
な
建
造
物
が
素
敵

な
こ
と
は
当
然
の
よ
う
に
思
え
る

が
、
ワ
ラ
の
山
は
一
見
何
と
も
役

立
た
ず
で
じ
ゃ
ま
つ
け
に
み
え
る

と
こ
ろ
が
カ
テ
ド
ラ
ル
よ
り
も
っ

と
良
い
。
実
に
実
に
残
念
な
こ
と

に
、
そ
う
い
う
大
量
の
ワ
ラ
を
今

日
実
際
に
み
る
こ
と
は
殆
ん
ど
不

可
能
の
よ
う
だ
。

つ
い
で
に
い
う
と
音
楽
で
は
フ

ー
ガ
が
好
き
で
あ
る
。
こ
う
い
う
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毒
…
臓
鍾
Ｉ
高
橋
孟

日
本
の
宝
と
の
出
会
い
ｌ

「
原
爆
の
図
」

文
／
岡
部
伊
都
子

●
創
作
．
カ
ル
チ
ャ
ー
カ
レ
ン
ダ
ー
／
パ
ー
テ
ィ
＆
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
／
タ
ウ
ン
ジ

第
３
回
大
阪
女
性
文
芸
賞

ヤ
ー
ナ
ル
／
今
月
の
健
康
／
名
医
に
聞
く
「
胃
ガ
ン
」
／
Ｂ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
し

受
賞
作
品

ビ
ュ
ー
／
オ
ラ
ク
ル
／
激
突
瞳
ノ
グ
リ
ー
ン
ラ
イ
バ
ル
／
川
柳
／
玄
妙
禅

談
／
グ
ル
ー
プ
登
場
／
程
さ
ん
の
料
理
塾
「
と
り
」
程
一
彦
／
上
方

。
美
の
海
」
味
覚
紀
行
「
泉
仙
」
楠
本
憲
吉

久
保
田
匡
子

☆
ブ
ラ
イ
ダ
ル
特
集
☆

☆
ス
タ
ー
ハ
イ
ラ
イ
ト

岡
田
菜
満
子 オ

ー
ル
関
西
ギ
ャ
ラ
リ
ーIii

関
大
創
立
Ⅲ
周
年
記
念
企
画

＝

関
西
大
学
人
国
記
〈
そ
の
一
）

堀
江
優
／
和
気
史
郎 3４

年
記
念
企
画

国
記
〈
そ
の
一
〉

関
大
創
立
Ⅲ
周

関
西
大
学
人

日
本
の
宝
と
の
出
会
い
ｌ

「
原
爆
の
図
」

文
／
岡
部
伊
都
子

蒜
…
傭
ｉ
高
橋
孟

←
…
‐
木
津
川
計

オ
ー
ル
関
西
ギ
ャ
ラ
リ
ー

堀
江
優
／
和
気
史
郎

■オール関西株式会社/〒5 3 0 大阪市北区曽根崎2丁目1 5 - 2 4 曽根崎ビル4Ｆ蜜0 6 - 3 6 3 - 1 2 5 5

新しい関西を創造する総合雑蒋

ｱi圭一ル関幽口

今宝崇、

画
好評発売中¥5so(端)匡月号'２兵 戸

Ｉ

☆
国際コンベンション都市・大阪

☆

コンベンション都市・大阪の
現況をすべて網羅

特集

国
巻
頭
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

梅
原
猛

ｌ
Ｉ
ｌ

創
造
の
世
界

大
阪
市
立
工
業
研
究
所
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八
そ
の
布
Ｖ

ー

昨
年
の
七
月
に
西
宮
市
立
郷
土
資
料

館
が
開
館
し
た
が
、
そ
の
正
面
に
私
が

復
元
し
た
生
瀬
宿
の
町
並
み
の
二
十
分

の
一
の
模
型
が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
西

宮
市
生
瀬
に
あ
る
浄
橘
寺
蔵
の
延
宝
五

年
（
一
六
七
七
）
の
『
摂
州
有
馬
郡
生

瀬
村
馬
借
村
総
図
』
に
記
載
さ
れ
て
い

る
も
の
を
、
現
状
の
屋
敷
割
を
参
考
に

し
て
、
二
十
軒
を
再
現
し
た
も
の
で
あ

る
。
こ
の
村
は
中
世
末
以
来
、
北
摂
・

丹
波
・
東
播
と
大
阪
や
西
宮
を
結
ぶ
要

衝
で
あ
る
と
共
に
、
有
馬
へ
の
入
口
と

し
て
往
還
の
人
馬
で
に
ぎ
わ
っ
た
物
資

の
中
継
点
で
あ
る
。

こ
の
生
瀬
を
南
端
と
す
る
街
道
は
、

西
宮
市
山
口
・
神
戸
市
道
場
・
三
田
市

三
田
・
丹
南
町
古
市
・
篠
山
町
篠
山
・

は
だ
か
す

八
上
・
安
口
と
続
く
京
街
道
で
あ
っ
て

い
ず
れ
も
桟
瓦
が
普
及
す
る
江
戸
時
代

後
期
以
前
は
こ
の
模
型
の
よ
う
な
草
葺

妻
入
り
の
町
並
み
で
あ
っ
て
、
現
に
八

上
や
安
口
は
草
屋
が
多
い
し
、
篠
山
河

原
町
に
も
二
軒
草
葺
屋
が
残
っ
て
い

る
。
こ
の
街
道
の
町
屋
が
妻
入
り
で
あ

る
の
は
、
周
囲
の
農
家
が
妻
入
で
あ
る

か
ら
な
の
だ
が
、
農
家
と
町
屋
で
は
間

取
り
が
異
っ
て
い
る
。
そ
の
大
き
な
違

い
は
座
欺
の
位
置
で
、
農
家
で
は
南
に

入
口
を
置
き
日
当
り
の
良
い
正
面
側
に

座
敷
を
設
け
る
が
、
町
屋
で
は
道
路
側

に
入
口
を
付
け
る
か
ら
正
面
は
ミ
セ
ノ

こ
の
よ
う
に
各
地
に
残
っ

て
い
る
町
並
み
は
、
そ
こ
に

住
み
続
け
た
入
営
が
長
い
歴

史
の
な
か
か
ら
造
り
上
げ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら

は
外
観
の
立
派
さ
や
意
匠
を

こ
ら
す
こ
と
は
考
え
て
い
な

型
い
。
二
条
城
や
桂
離
宮
の
よ

》
う
に
意
識
さ
れ
計
算
さ
れ
た

雑
美
し
さ
は
な
い
が
、
日
本
人

唾
の
生
活
の
な
か
か
ら
生
き
た

津
も
の
と
し
て
創
り
出
さ
れ
た

蕊
ほ
ん
と
う
の
美
し
さ
を
現
代

に
伝
え
て
い
る
の
だ
と
思
う

最
近
こ
れ
ら
の
町
並
み
を

急
速
に
失
な
わ
れ
よ
う
と
し

て
い
る
。
そ
こ
に
建
て
ら
れ

る
の
は
、
日
本
中
ど
こ
に
で

も
あ
る
二
、
三
十
年
も
し
た

ら
建
替
え
る
必
要
の
あ
る
モ

少

多
淵
敏
樹
蒋
戸
大
学
工
学
部
教
授
）

生
活
の
中
か
ら
生
ま
れ
た

町
並
み
の
美
し
さ

１
３５
１

マ
に
し
て
奥
に
座
倣
を
設
け
る
こ
と
に

な
る
。
こ
の
よ
う
に
同
じ
民
家
で
も
挫

家
と
町
屋
で
は
生
業
が
異
る
か
ら
平
面

が
違
う
こ
と
に
な
る
が
、
同
じ
妻
入
り

の
町
屋
で
も
馬
借
宿
と
城
下
町
で
は
町

並
全
体
が
様
子
を
変
え
て
く
る
。
生
瀬

で
は
間
口
は
三
間
な
い
し
四
間
で
、
ほ

と
ん
ど
の
家
が
こ
の
範
囲
に
納
ま
っ
て

い
て
、
そ
の
結
果
家
の
規
模
も
そ
ろ
っ

て
く
る
が
、
篠
山
で
は
も
と
も
と
二
間

半
な
い
し
三
問
で
あ
っ
た
が
、
現
状
で

は
大
小
さ
ま
ざ
ま
の
規
模
の
家
が
並
ん

で
い
る
。
こ
れ
は
町
全
体
が
交
通
に
か

か
わ
っ
た
生
瀬
で
は
貧
富
の
差
が
生
じ

に
く
か
っ
た
が
、
商
い
の
町
で
あ
っ
た

河
原
町
で
は
、
財
を
な
し
た
商
人
は
隣

家
の
屋
敷
を
買
う
こ
と
で
大
き
な
家
を

建
て
る
こ
と
が
で
き
た
か
ら
で
あ
る
。

ル
タ
ル
塗
の
家
で
あ
る
。
一
方
市
や
町

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
城
の
復
興
を
考
え

て
い
る
動
き
が
各
地
で
あ
る
が
、
庶
民

自
ら
が
営
々
と
築
き
上
げ
て
き
た
町
並

み
を
破
壊
し
つ
つ
、
「
生
か
さ
ぬ
よ
う
に

殺
さ
ぬ
よ
う
に
」
と
畜
生
の
よ
う
に
側

か
さ
れ
搾
取
さ
れ
た
封
建
時
代
の
象
徴

で
あ
る
城
を
、
庶
民
が
今
建
て
る
と
い

う
の
は
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う
か
。

本
当
の
シ
ン
ボ
ル
は
町
並
み
で
あ
る
と

私
は
思
っ
て
い
る
。
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